
議題２ 資料

令和５年度
放課後子ども教室事業について
①既に実施している実施予定校について

②池の上小学校放課後子ども教室事業の変更について

③新規開設校（白井第一小学校）について（案）



①既に実施している実施予定校について

学校名 ⽩井第⼆⼩学校 ⼤⼭⼝⼩学校 池の上⼩学校
事業⽬的 放課後の時間を活⽤し、地域

協⼒者の参画を得ながら、安
全に様々な体験や活動が⾏え
る機会を⽩井第⼆⼩学校の児
童に提供するため。

放課後の時間を活⽤し、地
域協⼒者の参画を得ながら、
⼦どもたちの⾃主性を育む
とともに、地域交流の場を
⼤⼭⼝⼩学校の児童に提供
するため。

放課後の時間を活⽤し、
地域協⼒者の参画を得
ながら、安全に様々な
体験や活動が⾏える機
会を池の上⼩学校の児
童に提供するため。

運営⽅法 市直営
（地域協⼒者＋市）

市直営
（地域協⼒者＋市）

事業者委託
（（株）アンフィニ）

実施⽇ 毎週⽊曜⽇ 原則第２・４⽊曜⽇ 毎週⽊曜⽇
活動予定回数 ３４回 １７回 ３１回
活動内容 ①⼯作

②⽂化活動
③スポーツ活動
④地域交流

①⾃由遊び
②⼯作
③地域交流

①⼯作
②⽂化活動
③スポーツ活動
④地域交流

活動場所 体育館・図書室 等 体育館・図⼯室 等 体育館・図書室 等
対象学年 全学年 １年⽣ １・２年⽣
予定定員 ３０名 ３０名 ３０名

※参加費については、保険料とプログラム内容によっては材料費がかかります。



②池の上小学校放課後子ども教室事業の変更について

変更点 対象学年
変更前 １年⽣のみ対象
変更後 １・２年⽣を対象
変更理由 令和４年度まで、新型コロナウイルス感染症対策として異学年

交流を避けるため、１年⽣のみを対象としていたが、学校内で
異学年交流が再開予定のため、２年⽣まで拡充する

懸案事項 事業開始から２年間の申込者数が定員（３０名）を超過してい
る。定員を超過した際の取り扱いを検討する必要がある

懸案事項に対す
る対応策（案）

年度始めは１年⽣のみに応募を⾏う。その後、申込状況を鑑み
て、２年⽣に募集を⾏うか、三者（⼩学校・運営者・市教育委
員会）で検討する
※三者で、次年度の運営⽅針を打ち合わせした際、上記の変更
点について、三者で合意済み
ただし、その際に定員を超過した際にどのように取り扱うか

については、検討中



③新規開設校について（案）1/2

事業名 ⽩井第⼀⼩学校 放課後⼦ども教室

事業⽬的 放課後の時間を活⽤し、地域協⼒者の参画を得ながら、安全に様々な体験や活
動が⾏える機会を⽩井第⼀⼩学校の児童に提供するため

新設校 ⽩井第⼀⼩学校
（理由）
・令和３年度に本事業未実施の各学校へ本事業新設の可否をアンケート調査し
た際、開設が可能と回答

・市内学童事業者が２社あり、未実施地区で、池の上⼩学校とは異なる事業者
で実施できること

・市内広域のバランスで、実施校を選定
開始予定時期 令和５年４⽉（事業の実施は５⽉からの予定）

活動予定時間 毎週⽊曜⽇ 下校後〜１６時頃まで
※ 学校が⻑期休業中、短縮⽇課、その他⾏事予定のある場合は休⽌する。

年間予定回数 ３４回

活動予定場所 ⽩井第⼀⼩学校 体育館・校庭 等



③新規開設校について（案）2/2
運営⽅法 ⽩井第⼀⼩学校学童保育所を運営している事業者に運営を委託。
運営者 シダックス⼤新東ヒューマンサービス株式会社

※⽩井第⼀⼩学校学童保育所運営事業者
運営者選定理由 ・学童保育所と放課後⼦ども教室のより充実した連携を図るため。

・他の⾃治体で放課後⼦ども教室を運営している実績があり、放課後⼦ども教
室の運営に精通しているため。

参加対象者 ⽩井第⼀⼩学校に通う児童 １年⽣〜３年⽣
（理由）
・令和４年２⽉に実施した市⺠を対象とした「児童の放課後の過ごし⽅に関す
るアンケート」で、参加を希望する児童が１年⽣〜３年⽣に多かったため

・令和５年２⽉時点の全校児童数が１６５名であり、１年⽣〜３年⽣の児童数
は、６９名であることを踏まえ、三者（⼩学校・運営者・市教育委員会）で
調整し、３年⽣まで受け⼊れるとこととしたため。

プログラム内容 ①⼯作、スポーツ、⽂化活動の多種多様なプログラム内容
②児童と地域の交流活動

定員 ３０名
予算（市） ３３０万円
※参加費については、保険料とプログラム内容によっては材料費がかかります。


